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         お知らせ 
    

 栄養科の職員体制の充実 
 
現在の医療体制の中で、入院患者様にとって、給食は大変大事

な分野として認識されています。 

毎日の栄養を確保して、体力の維持に努めるだけでなく、入院

生活の大きな楽しみの一つともなっています。 
 
栄養科の 3 人体制 

  従来、当院の栄養士は管理栄養士 1 名の体制でした。 

しかし、3 月から産休に入る高橋千晶栄養士の他に２名の管理

栄養士が入職し、高橋栄養士の留守を守る以外に、栄養士の関

わる業務を発展させることになりました。 

新しく入職した栄養士 

若井 麻樹  

池田  祥子                

まだ若く、フレッシュなお二人です。 

これから、給食のみでなく、栄養指導、健康相談など、活躍す

る場面が多いとおもいます。 

皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 
                

① 

       春の歌特集 
 

いよいよ、春が来ました。  今回、和み紙上で春にちなんだ

歌の数々を特集いたしました。特に外来でお馴染みの先生方に

お願いして、お好きな春の歌を選んで頂きました。 

風間院長先生 

春の小川・・・・・春の小川はさらさらいくよ 

童謡好きの院長先生、幼い頃が浮かんできます。 

大澤副院長先生 

ビバルデイの四季より、春・・・・タンタラタンタンタンター、タンタ

ラタンター、この曲のイントロを聴くと、足元が弾んでくるとか 

先生、運転中は弾みすぎないように気をつけてください。 

加納先生 

松任谷 由美の 「春よ来い」（NHK 朝の連続ドラマの主題歌） 

主人公がご自分の姿と重なるそうです。 

斎藤先生 

早春賦・・・・・春は名のみの風の寒さよ 

この歌を聴くと、少年時代の故郷、福島の風景が浮かんでくるとか 

高田先生 

北国の春・・・・・千 正夫の名曲 

お酒の大好きな先生、春はこの歌でしみじみと飲んでください。 
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           TRT 療法の考え方 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 
 
 
 
 
 

これが TRT 療法なのです。                             
⑤ 

今回のトピックス 
 

報告 

耳鼻科横山先生ご退職 
○ 今まで火曜日、木曜日に耳鼻科外来を担当してくださった横山先生が２月末日

でご退職になり、院長初めスタッフ一同から拍手と花束が贈られました。 
横山先生、これからもお元気でご活躍下さい。 
 

ひな祭り院内でのイベントメニュー 
○ 3 月 3 日のひな祭りにちなんで、イベントメニュウーが栄養科から提供されま

した。  
○ ひな祭りが終わると、もうそろそろ、春が来たと実感出来るこの頃です。 

長い冬が終わって巡ってきた春、そろそろ桜も咲きそうです。 

院内での栄養研修会実施 
○ 1 月 23 日（火）、２月 1 日（木）の午後 5 時から職員の研修会が実施されまし

た。 
○ 入院患者様の給食に供される栄養食品について、真剣に研修いたしました。 
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TRT、新しい耳鳴り治療法について 
              滝野川病院 耳鼻咽喉科医師 青木佐知子 
 
「このつらい耳鳴り、なんとかならないの！？」 
 耳鼻科医になってから、なんどこの言葉をきいたことでしょう。 
 さまざまな耳の病気の後遺症として、慢性的な耳鳴りは患者さんを苦しめま

す。でも、一昔前までは、慢性期にはいった耳鳴り、あきらかに老人性難聴に

伴うと思われる耳鳴りは、はっきり言ってもう治療の対象外だったのです。 
「テレビなど、ほかの音を聞いて耳鳴りの音に神経を集中させないでくださ

い」と指導したり、寝る前に静かな CD を枕元でかけてもらったり、睡眠剤と

か、安定剤を処方したりしていました。また、以前のように耳鳴りがゼロにな

ることを期待している患者さんには、心苦しいながら「耳鳴りはいったんはじ

まるとそれをゼロにすることはとても困難なのです」と本当のところを説明し

て過剰な期待をいだかないようにしていただいたりもしました。 
  
耳鳴り治療の流れ 
従来から行われている耳鳴りの治療には、ステロイドなどの鼓室内注入、キシ

ロカインの静注法、マスカー療法、循環改善剤、ビタミン剤、抗不安剤、抗う

つ剤などの薬物療法があります。でもあまりはかばかしく効くのはなく、多く

の患者さんは、何年もかけて、四苦八苦して順応を獲得していくという経過を

たどるようでした。 
 
TRT 療法とはなんでしょう。 
TRT療法は、1980年後半にJastreboffによって提唱された耳鳴り治療法です。

これは心理的カウンセリングにノイズを利用した音治療（sound therapy）を

組み合わせたものです。耳鳴りを消失させるのではなく、順応（habituation）
させることを目的としています。 
  当滝野川病院でも平成 19 年 4 月から TRT 療法をスタートすることになり

ました。TRT の有効性は 8 割前後といわれ、その高い有効性から欧米では急速

に普及してきていますが、日本ではまだ限られた施設でしか行われていないの

が現状です。 
 
TRT 療法のやり方 
 TRT 療法は２つの柱からなっています。それらは、１）カ

ウンセリングによって耳鳴りへの理解を深め、不安を軽減す

ること、２）ノイズジェネレーター（写真；サーというソフ

トな雑音を出す補聴器のような形の器具）を 1 日数時間装用

することです。ノイズジェネレーターは自費で 6 万 3 千円か

かります。診療のながれとしては、耳鳴りで悩むかたは、ま

ず耳鼻科の一般外来を受診してもらい、適応をきめてから、

TRT 予約外来にいってもらいます。最終的には月に 1 回の再

診を耳鳴りが気にならなくなるまで続けます。 

 
 
 
 
 
TRT はなぜ有効なのでしょう。 
わたしたちは起きている間は音にかこまれて生きています。でも、わたしたちの頭

はすべての音を同じように認識するのではなく、「無視していい音」と「注意しな

くてはいけない音」、「危険な音」に無意識にわけています。 
 「無視していい音」は、たとえば外を走る車の音、エアコンのファンの音、冷蔵

庫のモーターの音などです。これらの音は脳の深いところで抑制されるので、あま

り気になりません。 
「注意しなければいけない音」は、会話音、駅のアナウンス、レンジのタイマー

の音とか、調理している焼肉のじゅうじゅういう音などです。これらは生活に必要

なので、人は意識を集中して聞こうとします。 
「危険な音」は、たとえば、敵が近づいてくるときの足音、自分の子供が遠くで泣

いている声などです。実際の耳鳴りの大きさはせいぜい 5dB くらいで、ささやき

声の 30dB よりずっと小さいのですが、ひとたび「危険な音」として脳が認識して

しまうと、ものすごく気になります。 
夜、となりから聞きなれないギーギーという音がきこえてくれば、たとえ、聞こ

えるか聞こえないかぎりぎりの小さい音でも人は不安になって耳をそばだててし

まいます。もちろん、それが隣の子供が練習しているバイオリンの音だとわかれば、

そのうち気にならなくなります。このように、脳は、「危険な音」を「無視してい

い音」に認識しなおすことができます。これは TRT 療法のカウンセリングの根幹

です。耳鳴りは順応すれば、最終的には電車や車の音のように、意識の下にはいっ

て生活の支障にはならなくなります。 
 
しかし、すべての方が TRT 療法の適応があるというわけではありません。 
当然のことですが、TRT より前に中耳炎や突発性難聴など、耳鳴りを起こす原因

がある場合にはその治療が優先されます。また、TRT はソフトな雑音を用いて、

外界の音と耳鳴りとのコントラストを少なくして耳鳴りになれさせる治療ですの

で、TRT の音が聞こえないような高度の難聴者は対象になりません。また、認知

症の患者さん、精神科領域の病気をおもちの患者さんには不向きと考えます。 
 また、耳鳴りを完全に消してほしいとか求めているものが違うときも、ＴＲＴに

失望するかもしれません。問診表など用意して、また患者さんに丁寧に問診をして、

適応をあやまらないようにしていきたいと思っています。 
 TRT 療法により耳鳴りに悩む多くの患者さんのお役にたてればこれほど幸いな

ことはありません。 
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